
令和〇年〇月〇日  

令和〇年度 自主防災組織活動届 

 下 松 市 長 様           

                        組織名  ○○自主防災会      

 

                        代表者名 下松 太郎        

                    ※この届出は任意です。 

① 自主防災活動（研修・訓練等）の年間予定（他団体への情報提供に活用） 

予定時期 活動内容 予定時期 活動内容 

令和〇年５月上旬 避難訓練 令和〇年６月中旬 防災会議 

令和〇年１０月下旬 防災訓練（炊き出し）   

 

② 想定する自主避難所（市指定避難所以外の独自避難所） 

名称 〇〇地区集会所 住所 下松市大手町〇-〇-〇 

耐震性 ☑有   □無 利用不可の災害種別※ 洪水（0.5～3m） 

資機材の保管場所 〇〇公園内倉庫 ※ ＨＭ等で確認し、利用者に周知すること。 

 

③ 災害による断水時に、地域内において生活用水として利用可能な井戸の把握箇所数 

災害時協力井戸         ３ 箇所 その他の民間井戸 １ 箇所 

 

④ 防災ラジオ（中古品）の活用（無償貸与） 

当該年度申請数 既貸与数 廃棄（故障）数 貸与総数（申請数+既貸与数-廃棄数） 

     ２ 台      ４ 台      １ 台      ５ （※２+４-１）台 

 

提出時点で予定している活動を記入
他団体から自主防災活動の見学等の要望があった
場合、要望団体に情報提供を行う。

独自避難所への避難を想定していない場合、
記載不要（青枠）資機材を保管している建屋や倉庫の場所を記入（赤枠）

地区内に所在する災害時協力井戸は、
市HPから確認

災害時協力井戸制度に登録していない井戸で、災害時
に地域内での利用が可能な民間の井戸の数

※ 中古品（使用済み返却分・メーカー保証期間終了）を有効活用する取組みであることを了承の上、その他の防

災情報伝達手段（くだまつメール、市公式LINE等）を併用すること。 

※ 組織ごとの貸与総数は最大５台までとする。年度ごとに貸与可能な在庫数に限りがあることから、当該年度の

受付期間内に申請総数が上回った場合は防災危機管理課にて調整の上、貸与数を決定。受付期間以降は先着順。 

※ 無償貸与可能な在庫数：〇〇台 受付期間：令和〇年〇月〇〇日まで 窓口受渡開始日：令和〇年〇月〇日 

前年度以前に
受け取った数

貸与されているものの内、
廃棄（故障）した数

最大５台まで今年度申請する数
※貸与総数が５台を
超えない範囲の数



⑤資機材・備蓄品の保有数 

品目 数量 品目 数量 

発電機 １ 照明器具 ２ 

大型テント １ スコップ ５ 

ヘルメット １０ のこぎり ２ 

懐中電灯 ５ 救助用ロープ ２ 

簡易トイレ １ 携帯トイレ ２０ 

ブルーシート ２ 非常食 ２０ 

※自主防災組織でリストを作成している場合、既存のリストの提出を可とする。 

過去に自主防災組織補助金を活用して購入したもの、
独自で整備した資機材・備蓄品の数量を記入


